
神戸大学理学部 

サイエンスセミナー２０１8 

 

 

 

 
 

平成 30 年７月２8 日(土)  10：０0～15：50 (９：４0 開場) 

 

趣旨 

神戸大学理学部では、毎年７月に「サイエンスセミナー」を開催しています。このセミナーでは、自然科学の

５分野（数学、物理学、化学、生物学、惑星学）における最新の研究を、わかりやすく紹介します。この企画

を通して、「科学のおもしろさや楽しさ」や「科学と社会のつながり」を幅広い世代の方々に理解していただ

くことを願っています。受講に当たっては高校生程度の知識を必要としますが、科学に興味のある方はどなた

でも受講でき、参加料は無料です。多くの方が受講されることを期待しています。 

 

全てのセミナーを受講された方には、最後に行なわれる閉講式にて修了証書を授与いたします。（希望者のみ）  



セミナー案内 

１．日時：平成 30 年７月２8 日(土)  10：０0～15：50 (９：４0 開場) 

２．場所：神戸大学神大会館六甲ホール 

３．参加資格：高校生・一般市民 （高校生レベルの知識を前提とします） 

４．定員：１２０名（定員になり次第、締め切ります） 

５．受講料：無料 

６．申し込み方法など 

(1)期間  ：平成 30 年６月７日(木)～7 月１２日(木)まで申し込みを受け付け、定員になり次第、締め 

切ります。 

(2)手続き ：受講申込票に必要事項を記入し、神戸大学理学研究科総務係へ郵送又は FAX 願います。 

電子メールによる申込みも受け付けます（必要事項をメール本文にお書き下さい）。 

申込みが届き次第、メールまたは郵送にて受講決定通知を順次お送りします。 

なお、７月 20 日(金)までに連絡がない場合には、理学研究科総務係までご連絡ください。 

(3)問合せ先：〒657-8501 神戸市灘区六甲台町１－１ 神戸大学理学研究科総務係 

電 話：078－803-5761 FAX：078－803-5770 

メール：sci-soumu@office.kobe-u.ac.jp 

(4)その他 ：・ホール空調は微調整ができません。暑い時期ですので規定の空調を予定していますが、個人差もあり 

        ますので、ご判断により扇子・上着をお持ちください。 

・筆記用具・ノートは準備しておりませんので、各自でご用意ください。 

・食事は各自ご用意ください。なお、工学部生協食堂、コンビニエンスストアが営業しています。 

【交通アクセス】 

阪急神戸線「六甲」駅、ＪＲ神戸線「六甲道」駅または、阪神本線「御影」駅から、神戸市バス３６系統「鶴甲(つるかぶ

と)団地」行きに乗車、「神大文・理・農学部前」下車。会場までのルートは別紙参照。 

（阪急六甲駅から約１０分、ＪＲ六甲道駅から約１５分、阪神御影駅から約２５分） 

駐車場には限りがありますので、できる限り公共交通機関をご利用ください。 

 

セミナー時間割 

（各講演の間には５～１０分の小休憩があります） 

開講式 

１０：００－１０：１０ 神戸大学理学部長 挨拶 

講演会（サイエンス最前線：講演時間４０分、質疑応答１０分） 

１０：１０－１１：００「流れの数理解析」                  数 学 科・教授（太田 泰広） 

１１：０５－１１：５５「海底から探る地球内部の動き」          惑星学科・教授（島 伸和） 

１１：５５－１２：５０ （昼休み） 

１２：５０－１３：４０「植物はいつ、どのように陸上へ進出したのか」  生物学科・准教授（石﨑 公庸） 

１３：５０－１４：４０「未来の技術を拓く物質探索」          化 学 科・准教授（枝 和男） 

１４：４５－１５：３５「レーザー光で見る電子や原子の超高速運動」    物理学科・教授（河本 敏郎） 

閉講式 

１５：３５－１５：５０ 神戸大学理学部長 修了証書授与 挨拶 
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講 演 概 要 

○題目：「流れの数理解析」 

時間：１０：１０－１１：００ 

講師：太田 泰広（数学科・教授） 

要旨：空気や水などの流体の流れは身近な現象であるにもかかわらず、

数学的に解析することが非常に難しい問題のひとつです。この講演では、

簡単な場合として圧縮性をもたない流体の二次元的な定常運動を考え、

そこに現れる数理解析的構造の一端についてご紹介したいと思います。

ある状況においては、流体運動を記述する方程式が特殊な構造をもつようになり、具体的な流れが簡単な関 

数を用いて表される様子について説明したいと思います。 

  

 

○題目：「海底から探る地球内部の動き」 

時間：１１：０５－１１：５５ 

講師：島 伸和（惑星学科・教授） 

要旨：地球の表面は、海洋と大陸でおおわれていて、水の

存在が惑星地球を特徴づけています。水は、地球の高度差

がある場所として単に海と陸に分けるだけでなく、地球内

部の動きに大きな影響を与えていることが分かってきまし

た。一方、海底が拡大している海底山脈で形成された海洋

プレートが、地球内部の大循環の主要な部分を担っていま

す。実際に海底で行った観測の結果をもとに、これら水と

海洋プレートの地球内部における役割を紹介したいと思い

ます。 

 

○題目：「植物はいつ、どのように陸上へ進出したのか」 

時間：１２：５０－１３：４０  

講師：石﨑 公庸（生物学科・准教授） 

要旨：私たちの身の回りには、緑の植物があふれています。

植物が光エネルギーを使って生み出す有機物と酸素なしに

は、我々動物は生きていくことができません。実は 46 億年

の地球の歴史の中で、植物が陸上に進出したのは約 5 億年前

と考えられています。それより以前の地上は岩石に覆われた

だの荒れ地でしかありませんでした。しかし植物が進出して

から地上はまたたく間に緑で覆われ、続いて昆虫や脊椎動物

が陸上に進出することになりました。それでは植物はどのよ

うに生まれ、水中の生活から陸上へと進出し、進化してきた

のでしょうか？その鍵は、現在生きている陸上植物の中でも最も原始的な仕組みを維持している”コケ植物

“を研究することで見えてきます。本講義では、地球の環境と生態系を大きく変えた陸上植物の成り立ちと進

化について、特にコケ植物についての最新の研究成果を交えながら概説するとともに、今後の研究の方向性に

ついてもいくつか紹介したいと思います。 



○題目：「未来の技術を拓く物質探索」 

時間：１３：５０－１４：４０ 

講師：枝 和男（化学科・准教授） 

要旨：今回の化学の話題は無機（化学）物質の探索です。すべて

の元素やそれらの組合せにより作られる物質のうち，有機物質

（主に炭素結合で組上げられ，かつては生命体にしか造ることが

できないと考えられた物質）を除いたものが無機物質です。それ

らは多種・多様で，無限の数のまだ見ぬ物質が我々に探し当てら

れるのを待っています。それらの中から未来の技術を拓く物質を

見出すべく，研究者により日夜探索が続けられています。そのよ

うな探索の例として巨大モリブデン酸イオンを用いたモリブデンブロンズ類（図参照）の物質探索と最近の論

文の中から電池の技術を革新的に進歩させる可能性をもつ超イオン伝導体の合成実験による探索と人口知能

（AI）を用いた探索についてお話しします。 

 

○題目：「レーザー光で見る電子や原子の超高速運動」 

時間：１４：４５－１５：３５ 

講師：河本 敏郎（物理学科・教授） 

要旨：半世紀前に発明されたレーザーは、現代の科学・技術の

多くの分野で無くてはならない存在になっています。最も身近

な応用例として、高速インターネットを支える光通信や CD・

ブルーレイプレーヤーなどがあります。 

 本講演では、レーザーの原理，特長，応用などを簡単に説明

した後、１０兆分の１秒の時間だけ光る超短パルス光を発生す

る超高速レーザー分光装置を用いて，物質中の電子，格子，ス

ピン (電子や原子がもつミクロな磁石) などが行う超高速運動

を解明する研究について紹介します。 

 

サイエンスセミナー受講申込書 

ふりがな 

氏 名 

 

                 男・女 

年

齢 

 

歳 

住 所 

電 話 

メールアドレス 

〒 

 

学校名 

又はご職業 

                         （学校の場合  年生） 

修了証発行 希望する ・ 希望しない（どちらか 1 つに○をつけて下さい） 

 (注)上記個人情報は、セミナー実施のための参考資料として利用し、その他の目的には使用しません。 

切り取り線 


